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こうりん 平成 22年 1月 1日第 60号　

　檀信徒各位
御忌法要のご案内

　
　聖　名　新年明けましておめでとうございます。今年もよろ
しくお願い申し上げます。　　
さて、例年 1月の「御

ぎょきほうよう

忌法要」を迎えることになりました。
　日本のお念仏の元祖、浄土宗開祖（法

ほうねんしょうにん

然上人）の祥
しょうつきめいにち

月命日に
 あたる 1月 25日の法要です。
　浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下記の通り勤めます。
ご多忙の折柄、恐縮乍ら、何卒万障お繰り合わせご参詣下さい
ますよう、ご案内申し上げます。　　　　　　　　　　合　掌

平成 22年 1月上浣

　　　　　　　　　　　　　　　無量寺　住職　堤　俊翁　拝

記

※期　日　1月 25日（月）

※時　間　午後 1時より御　回　向（普通回向）
　　　　　午後 2時より法話　

　  ※布教師　山上　光俊　上人　（向　西　寺）　　　　　  
　 
　  ※ご回向料　
　　　　普通回向　　　1霊　1,000 円以上　
　　　　　　　　　
※お供え米、お供え米料　随意ご志納下さい。

　　　　毎日の本尊様のお供え、お花代等にさせていただきます。
     ※郵便振替等で申し込まれる方も位牌型をお送り下さい。 
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釈
尊
の
生
涯　
苦
行
の
日
々

も
は
や
求
め
る
師
も
な
く
、
太
子
は

ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
の
西
南
方
に
あ
た

る
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー
の
セ
ー
ナ
ー

ニ
ー
に
ほ
ど
近
い
苦
行
林
へ
と
、
目

的
達
成
の
新
し
い
道
を
求
め
て
行
っ

た
。
こ
の
地
に
は
な
だ
ら
か
な
丘
も

あ
り
、
緑
い
ろ
濃
い
林
も
あ
り
、
水

の
流
れ
も
清
ら
か
で
、
多
く
の
修
行

者
が
そ
こ
に
集
ま
っ
て
、
お
の
お
の

自
分
の
目
的
に
向
か
っ
て
道
を
求
め

て
い
た
。
太
子
も
こ
の
美
し
い
土
地

こ
そ
道
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
最
も

適
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
、
決

意
を
あ
ら
た
に
し
て
苦
行
を
始
め
ら

れ
た
。

苦
行
は
肉
体
を
極
度
に
苦
し
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
精
神
の
自
由
が
得
ら

れ
る
最
適
の
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
太
子
は
当
時
の
修
行
者
が
行
っ

て
い
た
よ
う
に
、
徹
底
し
た
苦
行
を

試
み
ら
れ
た
が
、
や
が
て
い
た
ず
ら

に
肉
体
を
苦
し
め
て
も
精
神
の
自
由

は
得
ら
れ
ず
、
た
だ
肉
体
が
極
度
に

衰
弱
す
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
出
家
し
た
太

子
の
身
の
上
に
気
づ
か
わ
れ
た
父
王
か

ら
、
太
子
の
身
辺
を
見
守
る
た
め
に
派

遣
さ
れ
た
カ
ウ
ン
デ
ィ
ニ
ャ
ら
五
人
の

従
者
た
ち
は
、
太
子
の
苦
行
の
あ
り
さ

ま
を
見
て
驚
き
の
目
を
み
は
っ
た
。
太

子
の
苦
行
は
ま
さ
に
生
死
の
境
に
ま
で

自
分
の
生
命
を
追
い
つ
め
て
い
た
。

こ
の
時
、
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
の

堤
を
、「
い
ざ
わ
れ
は
琴
を
鳴
ら
さ
ん
、

張
り
す
ぎ
て
も
鳴
ら
ぬ
、
弱
す
ぎ
て
も

鳴
ら
ぬ
、
ほ
ど
ほ
ど
の
調
子
に
し
め
て
、

わ
れ
は
い
ざ
、
琴
を
鳴
ら
さ
ん
」
と
歌

い
な
が
ら
通
る
農
夫
の
歌
を
聞
く
と
も

な
く
耳
に
さ
れ
た
太
子
に
は
、
な
に
か

心
に
ふ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
烈
し
い
苦
行
を
い
く
ら
努
め
て
み

て
も
、
出
家
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
苦
行
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し

い
だ
け
効
果
が
あ
る
と
思
い
こ
ん
で
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
に
は
極
度
に
衰
弱
し
き
っ
た
肉

体
か
ら
は
、
か
え
っ
て
不
安
と
焦
燥
が

つ
の
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
体
験
さ

れ
て
、
つ
い
に
苦
行
を
中
止
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

仏
教
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア　

第
3
回

 

看
病
御
用
心　
良
忠
上
人

現
代
語
訳

敬
っ
て
知
識
、
看
病
人
に
申
し

上
げ
ま
す
。
人
間
が
極
楽
往
生
す

る
こ
と
は
、
誠
に
人
生
に
お
い
て

一
大
事
の
因
縁
ご
と
で
す
。
も
し

知
識
の
慈
悲
の
心
に
よ
る
念
仏
の

勧
誘
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う

し
て
こ
の
一
大
事
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
、

と
て
も
で
き
は
し
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
故
に
病
人
は
、
知
識
に

対
し
て
仏
を
拝
す
る
の
と
同
じ
よ

う
な
思
い
を
な
し
、
知
識
も
ま
た

病
人
に
対
し
て
慈
悲
の
心
を
も
っ

て
、
我
が
子
に
接
す
る
よ
う
に
し

な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
病
人
の
心
中

に
思
う
と
こ
ろ
を
把
握
な
さ
っ

て
、病
床
に
臥
し
た
そ
の
時
か
ら
、

死
に
至
る
ま
で
の
間
、
看
病
人
と

し
て
心
得
て
お
く
べ
き
事
柄
を
記

し
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

一
、
病
人
の
近
く
に
は
、
目
に

つ
き
や
す
く
、
心
が
乱
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
を
決
し
て
置
い
て
は
な

り
ま
せ
ん
。室
内
に
は
香
を
た
き
、

華
を
散
ら
し
て
、
常
に
病
室
を
飾

る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た

時
折
香
を
た
き
、
頃
合
い
を
見
計

ら
っ
て
、
看
病
人
も
交
替
で
休
ま

せ
な
さ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

病
気
が
軽
い
か
ら
と
思
っ
て
気
を

ぬ
い
て
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人

の
命
の
終
わ
る
の
は
一
瞬
の
う
ち

の
こ
と
な
の
で
す
。
決
し
て
病
人

か
ら
眼
を
は
な
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
看
病
人
を
休
憩
さ
せ
な

さ
ろ
う
と
思
う
時
も
、
病
人
の
傍

か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
く
、
そ
の
息

使
い
が
聞
こ
え
る
程
度
の
と
こ
ろ

で
休
ま
せ
な
さ
い
。
ま
た
日
が
暮

れ
た
な
ら
ば
、
あ
か
り
を
明
る
く

と
も
し
て
、
仏
像
の
姿
が
は
っ
き

り
と
見
え
る
よ
う
に
拝
ま
せ
、
か

つ
病
人
の
様
子
を
も
よ
く
う
か
が

え
る
よ
う
に
し
て
、
様
子
を
ご

覧
に
な
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
病
の
常
と
し
て
、
夜
は
必
ず

具
合
が
悪
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
く
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一
周
忌

　
　

平
成
二
十
一
年

永
松　

俊
夫　

殿

上
田　

峯
資　

殿

塚
本　

末
男　

殿

増
田　

和
子　

殿

上
野　

泰
彦　

殿

笠　

弘　

殿

吉
田　

昌
子　

殿

緒
方　

清　

殿

熊
丸　

都　

殿

島　

一
夫　

殿

勝
山　

守
雄　

殿

内
田　

慶
子　

殿

森
山　

整　

殿

四
カ
所　

智
恵
歌　

殿

鈴
木　

敦
子　

殿

藤
吉　

晃　

殿

南
里　

と
美　

殿

高
山　

俊
春　

殿

松
石　

大
祐　

殿

山
口　

信
子　

殿

寺
崎　

廣
美　

殿

小
山　

勝
美　

殿

河
原　

フ
ミ
子　

殿

富
田　

弥
生　

殿

倉
富　

俊
一　

殿

平
田　

多
喜　

殿

伊
東　

弘
子　

殿

大
塚　

春
子　

殿

城
戸　

ヨ
シ
エ　

殿

熊
丸　

タ
カ
エ　

殿

三
根　

君
子　

殿

稲
益　

利
夫　

殿

木
本　

ヨ
シ
コ　

殿

高
田　

夏
樹　

殿

下
川　

渡　

殿

森
山　

尚
子　

殿

占
部　

シ
ゲ
ノ　

殿

馬
場　

鶴
代　

殿

三
回
忌

　
平
成
二
十
年

中
原　

政
行　

殿

今
井　

方　

殿

北
島　

武
彦　

殿

馬
場　

ミ
キ
ノ　

殿

別
府　

惠　

殿

河
原　

克
利　

殿

笠　

隆
雄　

殿

太
田　

秀
次　

殿

梅
津　

香
子　

殿

太
田　

シ
ヅ
カ　

殿

城
戸　

フ
ヂ
ヱ　

殿

阿
部　

導
豁　

殿

中
原　

輝
夫　

殿

田
中　

和
子　

殿

古
賀　

浩　

殿

熊
丸　

直
之　

殿

濱
崎　

フ
サ
ヱ　

殿

熊
丸　

春
子　

殿

佐
藤　

弘
文　

殿

平
田　

敏
夫　

殿

坂
井　

照
美　

殿

重
松　

マ
サ
ノ　

殿

熊
丸　

る
り
子　

殿

笠
井　

春
磨　

殿

池
尻　

秀
吉　

殿

石
浦　

均　

殿

鐘
江　

ト
モ
エ　

殿

鐘
江　

ス
ミ
カ　

殿

馬
場　

ア
サ
ヲ　

殿

平
木　

ミ
ド
リ　

殿

熊
丸　

隆
喜　

殿

田
中　

マ
サ
ヨ　

殿

森　

茂
子　

殿

原
田　

カ
ズ
エ　

殿

橋
本　

コ
ミ
エ　

殿

高
橋　

重
紀　

殿

別
府　

澄
江　

殿

河
野　

オ
シ
モ　

殿

堤　

秋
雄　

殿

笠　

美
義　

殿

笠　

重
男　

殿

千
葉　

一
子　

殿

山
田　

進　

殿

青
木　

渥
子　

殿

古
賀　

卓
一　

殿

橋
元　

菊
枝　

殿

海
田　

泰
明　

殿

庄
山　

妙
子　

殿

戸
田　

梅
子　

殿

平
野　

實　

殿

山
口　

敏
子　

殿

宮
原　

文
枝　

殿

川
原　

隆
夫　

殿

深
野　

瓔
子　

殿

七
回
忌

　
平
成
十
六
年

江
上　

信
男　

殿

井
上　

司
郎　

殿

宮
原　

軍
治　

殿

上
野　

安
子　

殿

久
富　

鶴
夫　

殿

高
浪　

孝
子　

殿

鳥
越　

シ
ヅ
エ　

殿

山
下　

金
蔵　

殿

堤　

敏
明　

殿

城
後　

正
之　

殿

井
上　

覚　

殿

室
田　

ユ
リ
子　

殿

藤
村　

隆
夫　

殿

高
田　

斉
彦　

殿

熊
崎　

マ
ツ
子　

殿

中
島　

猪
二
郎　

殿

中
原　

ト
ヨ
ノ　

殿

江
上　

忠
男　

殿

渡
邉　

和
子　

殿

小
島　

研
二　

殿

橋
爪　

ス
メ　

殿

與
賀
田　

啓　

殿

中
原　

幸
枝　

殿

深
野　

ツ
タ
エ　

殿

青
木　

ミ
チ
ヨ　

殿

末
安　

正
人　

殿

中
川　

緑　

殿

青
木　

秀
義　

殿

平
野　

繁
生　

殿

尾
形　

敏　

殿

武
谷　

シ
ズ
カ　

殿

笠　

モ
モ
ヱ　

殿

吉
武　

祥
夫　

殿

前
田　

ト
ク
エ　

殿

古
賀　

武
雄　

殿

鶴
久　

ト
ミ
子　

殿

園
畠　

昭
一　

殿

宮
崎　

美
惠　

殿

久
光　

正
治　

殿

大
塚　

萬
蔵　

殿

郡　

マ
サ
コ　

殿

北
村　

美
和
子　

殿

中
原　

廣
一
郎　

殿

安
永　

順
子　

殿

堤　

久
子　

殿

小
野
田　

右
二　

殿

田
中　

亘　

殿

岡
崎　

伸
雄　

殿

富
澤　

日
出
夫　

殿

十
三
回
忌

　
平
成
十
年

三
笠　

博
行　

殿

小
島　

マ
キ　

殿

山
口　

泰
明　

殿

江
上　

ミ
サ
オ　

殿

中
野　

一
典　

殿

広
木　

国
男　

殿

平
成
二
十
二
年
度
年
回
繰
出
し
表
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江
上　

キ
ミ
子　

殿

中
原　

ト
シ
子　

殿

別
府　

懸　

殿

今
村　

淳　

殿

奥
田　

真
一　

殿

田
中　

タ
ネ　

殿

井
上  

一　

殿

古
賀　

ト
キ
エ　

殿

小
松　

清
次　

殿

海
田　

欣
育　

殿

梅
津　

利　

殿

高
田　

林
弘　

殿

別
府　

宗
一
郎　

殿

与
賀
田　

敏
子　

殿

佐
藤　

陽
一　

殿

野
村　

賢
治　

殿

岩
瀬　

俊
明　

殿

笠
井　

ハ
ル
ヨ　

殿

安
藤  

サ
カ　

殿

田
中　

榮　

殿

浅
田　

ハ
ル
ミ　

殿

山
本　

博
章　

殿

甲
斐
田　

弘　

殿

笠　

里
輝
也　

殿

岩
瀬  

敏
夫　

殿

熊
丸　

義
則　

殿

塩
塚　

キ
ミ
子　

殿

堀
田　

愛
人　

殿

笠
原　

米
生　

殿

熊
丸　

孝
義　

殿

山
本  

覚
山　

殿

高
山　

カ
ズ
ヱ　

殿

笠
（
良
光
孩
子
）　

殿

笠　

一　

殿

牛
島　

富
子　

殿

廣
川　

ト
シ
子　

殿

星
野  
ツ
ユ　

殿

有
松　

ト
ミ　

殿

十
七
回
忌

　
平
成
六
年

篠
原　

義
文　

殿

天
羽　

伝　

殿

古
賀　

正
己　

殿

高
山　

じ
ゅ
ん　

殿

石
橋　

ト
ヨ
ノ　

殿

高
橋　

節
代　

殿

弥
永　

フ
チ
子　

殿

野
田　

正
夫　

殿

山
田　

章　

殿

中
原　

勝　

殿

海
老
名　

正
浩　

殿

野
田　

桃
枝　

殿

豊
福　

カ
ツ
ヱ　

殿

堀
辺　

ミ
ネ
コ　

殿

古
賀　

羊
子　

殿

田
中　

数
馬　

殿

山
口　

ツ
ヤ　

殿

中
原　

艮
泰　

殿

井
手　

ツ
ル
ヨ　

殿

片
桐　

達
也　

殿

牛
島　

弘　

殿

野
田　

ト
シ
子　

殿

前
田　

芳
子　

殿

川
島　

巌　

殿

青
木　

定
次
郎　

殿

古
賀　

恵
美
子　

殿

笠　

キ
ミ
子　

殿

笠　

竹
次　

殿

堤　

キ
ク
ヱ　

殿

久
光　

明　

殿

上
野　

ト
シ　

殿

笠　

カ
ツ
ヨ　

殿

奥
田　

シ
カ　

殿

中
原　

澄
枝　

殿

庄
山　

高
治　

殿

広
木　

よ
ね
子　

殿

今
村　

昇　

殿

笠　

康
隆　

殿

田
島　

敏
生　

殿

加
藤　

ト
ミ
ヱ　

殿

石
田　

ハ
ツ　

殿

坂
井　

ヒ
サ
ヲ　

殿

青
木　

美
奈
子　

殿

鶴
久　

春
男　

殿

平
田　

ハ
ナ
コ　

殿

呰　

宮
喜　

殿

近
藤　

睦
子　

殿

山
本　

美
喜
子　

殿

中
村　

甫　

殿

小
川　

マ
ツ
エ　

殿

佐
藤　

幸
雄　

殿

中
原　

カ
メ
コ　

殿

二
十
五
回
忌

　
昭
和
六
十
一
年

納
戸　

誠
四
郎　

殿

田
中　

ヒ
サ
ヲ　

殿

柳
瀬　

ト
メ　

殿

江
崎　

イ
ツ
エ　

殿

坂
本　

ト
モ
ヱ　

殿

笠
井　

雁
教　

殿

笠　

モ
ト　

殿

藤
井　

哲
治　

殿

古
賀　

士
毅　

殿

近
藤　

正
夫　

殿

木
下　

テ
ル　

殿

堤　

英
則　

殿

三
国　

正
義　

殿

山
田　

ト
メ
ヨ　

殿

寺
崎　

清　

殿

辻　

美
雄　

殿

佐
々
木　

七
郎　

殿

中
原　

喜
久
雄　

殿

川
原　

ミ
ツ
ヱ　

殿

池
尻　

い
つ
子　

殿

笠　

ヒ
ト
ヱ　

殿

熊
丸　

詠
士　

殿

後
藤　

好
雄　

殿

田
中　

サ
カ
エ　

殿

灰
塚　

重
人　

殿

案
納　

キ
ク
ヱ　

殿

北
川　

正
治　

殿

熊
丸　

ク
ノ　

殿

平
木　

四
郎　

殿

中
島　

嘉
次
郎　

殿

佐
藤　

千
代　

殿

海
田　

ハ
ル
カ　

殿

別
府　

幸
子　

殿

弓
削　

光
与　

殿

川
原　

重
雄　

殿

笠　

キ
ク
エ　

殿

党　

初
子　

殿

毛
利　

純
之　

殿

林　

吉
幸　

殿

武
田　

ミ
サ　

殿

酒
見　

ジ
ュ
キ　

殿

下
川　

春
子　

殿

高
浪　

治
子　

殿

井
手　

千
代
子　

殿

海
田　

四
郎　

殿

青
木　

ツ
ギ
ノ　

殿

津
福　

留
夫　

殿

熊
丸　

冨
藏　

殿

平
田　

泰　

殿

吉
原　

キ
ク　

殿

平
木　

テ
ル
ヨ　

殿

澤　

ト
リ　

殿

三
十
三
回
忌　

　
昭
和
五
十
三
年

高
山　

ミ
子　

殿

中
原　

政
満　

殿

篠
原　

ツ
ネ
子　

殿

古
賀　

義
信　

殿

古
賀　

マ
チ
子　

殿

本
村　

久
子　

殿

平
野　

マ
サ
エ　

殿

築
山　

シ
カ
ヨ　

殿

成
富　

シ
マ　

殿

田
中　

一
郎　

殿

佐
藤　

ツ
ネ　

殿

山
田　

陽
造　

殿

黒
岩　

鶚　

殿

永
田　

喜
熈　

殿
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川
原　

利
雄　

殿

小
副
川　

昇　

殿

下
川　

憲
久　

殿

平
野　

鉄
次　

殿

秋
山　

悦
子　

殿

田
中　

厚
香　

殿

福
井　

朝
吉　

殿

笠　

保
清　

殿

北
川　

ツ
タ
エ　

殿

中
原　

ち
よ
の　

殿

笠　

重
太　

殿

酒
井　

梅
次
郎　

殿

藤
井　

治
八　

殿

熊
丸　

儀
三
郎　

殿

徳
永　

千
次
郎　

殿

大
坪　

ツ
ナ　

殿

浅
野　

ミ
チ
ヨ　

殿

古
賀　

高　

殿

平
田　

ア
サ
ノ　

殿

伊
藤　
　

之　

殿

海
田　

ナ
ル
ホ　

殿

宮
崎　

イ
マ　

殿

倉
重　

銀
子　

殿

長
尾　

キ
ミ
子　

殿

山
田　

ア
サ
ノ　

殿

酒
井
田　

富
治　

殿

今
村　

忠
男　

殿

井
嶋　

徳
太
郎　

殿

高
田　

一
登　

殿

山
口　

光
子　

殿

三
船　

関
次
郎　

殿

浜
崎　

キ
マ　

殿

尾
形　

孫
四
郎　

殿

笠
井　

カ
ナ
エ　

殿

青
木　

榮　

殿

青
木　

テ
ル
ヨ　

殿

太
田　

千
之
助　

殿

高
山　

美
代
子　

殿

五
十
回
忌

　
昭
和
三
十
六
年

中
尾　

茂
三
郎　

殿

熊
丸　

留
吉　

殿

石
丸　

ツ
タ　

殿

高
田　

正　

殿

田
熊　

清
助　

殿

高
田　

九
市　

殿

大
坪　

安
次
郎　

殿

古
賀　

ヤ
ス　

殿

笠　

ト
メ　

殿

池
田　

マ
サ　

殿

中
島　

す
江　

殿

戸
田　

ミ
ツ　

殿

栗
田　

キ
ヨ
ノ　

殿

合
原　

ハ
ツ
ヨ　

殿

中
原　

秀
雄　

殿

熊
丸　

聖
治　

殿

柴
田　

岩
男　

殿

浅
田　

岩
吉　

殿

高
田　

マ
サ　

殿

高
山　

恒
次
郎　

殿

大
庭　

サ
メ　

殿

坂
井　

肇　

殿

笠　

明
吉　

殿

石
里　

正
敏　

殿

樋
口　

ミ
サ
オ　

殿

山
口　

キ
ク
代　

殿

内
野　

猪
之
吉　

殿

横
枕　

ク
マ　

殿

森
山　

コ
マ　

殿

小
林　

ナ
カ　

殿

古
賀　

康
高　

殿

吉
田　

キ
ヌ　

殿

松
田　

チ
カ　

殿

丸
山　

ト
ク　

殿

坂
井　

ヨ
シ
子　

殿

大
津　

冨
士
子　

殿

片
岡　

時
太
郎　

殿

鶴　

秀
次
郎　

殿

石
橋　

元　

殿

岡
崎　

作
太
郎　

殿

澤　

ヨ
シ
ノ　

殿

吉
田　

仁
市　

殿

田
中　

秀
雄　

殿

青
木　

貞
次　

殿

浄土宗～かるな～より

北海道編　こぶ巻き

＜材料＞
昆布・・・・・４枚 (20 センチ )
かんぴょう・・４本 (20 センチ )
ごぼう、人参、いんげん
　　　　　・・・各 100グラム
砂糖・・・・・・大さじ２杯
酒、味醂・・・・大さじ１杯
醤油・・・・・・大さじ３杯
塩、酢、だしの素・・・少々

　　【 作 り 方 】

1 昆布・かんぴょうはぬるま湯に３０分程つけきれいに洗ってざるにあ
　げる。
2 ごぼう・人参・いんげんを昆布の幅に合わせて切る。これを芯にして
　昆布で巻きかんぴょうで結ぶ。
3 鍋に切り残った昆布をひき、(2) を並べひたひたの水に酢を加え２０
　分程煮る。楊枝が通る程になったら、調味料を加え更に一時間程こと
　ことと弱火で煮る。
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第 1 番　福聚寺 臨済宗

久留米市合川町 2－ 1

第 2 番　観興寺 曹洞宗
久留米市山本耳納

第 3 番　観音寺 天台宗
浮羽郡田主丸町石垣

第 4 番　清水寺 臨済宗
浮羽郡浮羽町山北

第 5 番　法音寺 曹洞宗
浮羽郡田主丸町徳富 962

第 6 番　慶雲寺 浄土宗
三井郡大刀洗町本郷 4553

第 7 番　靈鷲寺 臨済宗
小郡市松崎薬師町

第 8 番　如意輪寺 真言宗
小郡市横隈 1728

第 9 番　福聚庵 黄檗宗
小郡市大板井

第 10 番　普済寺 臨済宗
小郡市下西鰺坂 295 

第 11 番　国分寺 天台宗
久留米市宮の陣

第 12 番　円通寺 臨済宗
久留米市宮の陣大社

第 13 番　千徳寺 臨済宗

三井郡北野町十郎丸 2072

第 14 番　円勝寺 曹洞宗
三井郡北野町石崎

第 15 番　安国寺 臨済宗
久留米市山川町神代 2072

第 16 番　医王寺 真言宗
久留米市寺町 35

第 17 番　少林寺 臨済宗
久留米市寺町

第 18 番　無量寺 浄土宗
久留米市本町 814

第 19 番　日輪寺 臨済宗
久留米市京町 6

第 20 番　朝日寺 臨済宗
久留米市大善寺町夜明 

第 21 番　寛元寺 臨済宗
筑後市西牟田町寛元寺

第 22 番 a　板東寺 天台宗
筑後市熊野 1012-1

第 22 番 b　大聖寺 曹洞宗
八女郡広川町牟礼茶屋

第 23 番　光明寺 真言宗
筑後市津島 807

筑後三十三観音霊場
江戸時代中期、「久留米藩の吉宗」といわれるほど善政を尽くした筑後国久留米藩第七代藩主
有馬頼ゆきによって創立された「郡中三十三観音札所」に始まる歴史ある観音霊場である。

観
音
様
建
立
一
万
巻
写
経

14 日会（念仏と写経の会）
1、 日　時　　毎月第 3土曜日但し、8月はお休み

　　　　　　 午後 3時より勤行とお念仏

　　　　　　       （日常勤行式　浄土宗のお勤め）

　　　　　     引き続き　写経会　

　　　　※お勤めだけ、または写経会のみのご参加も歓迎します。

2、 場　所　無量寺　2階　本堂にて

3、 参加費　無　料　

　　　　写経用紙（和紙）は準備しております。（実費をお願いします。）

　　　　用具は各自お好みのもの

　　　　（筆、すずり、墨汁、サインペン等）をご持参ください。

　　　　筆ペンを多少準備しております。

　納経を希望される方は　納経料　1巻　1,000 円をご志納下さい。

　（納経料は積み立てて、観音様建立の資金といたします。）

第 24 番　普光寺 天台宗

大牟田市今山 253

第 25 番　慧日寺 黄檗宗
大牟田市岩本 2589-1

第 26 番　帝釈寺 黄檗宗
三池郡高田町上楠田

第 27 番　甲山寺 天台宗
山門郡山川町原町 451

第 28 番　清水寺 天台宗
山門郡瀬高町本吉

第 29 番　永興寺 天台宗
山門郡瀬高町大草 901

第 30 番　浄福寺 天台宗
八女郡立花町山下 

第 31 番　大光寺 臨済宗
八女郡立花町北山

第 32 番　円通寺 曹洞宗
八女郡広川町新代川瀬 909

第 33 番　霊厳寺 臨済宗
八女郡黒木町笠原下鹿子尾 9731

写真はイメージです


